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Lawrence R, Klein
A Textbook of Econometrics 

second edition
ここではクラインのTextbook of Econometrics <0 2 

版をみてゆくことにしよう。との本の'初版がでためは 

1953年で今から20 年以上も前であるb その当時ほ私 

の大学院の時で,:大学院のチキネトに使たものであ 

，る。2 0年をぺて1974年に2 版が出版されたわけであ 

る。そこセ箸者はこの20年問の発展をおりこんで2 版 

を著わしたのセあるが，との初版に迫加をして2 版を 

著わすということは，なかなかむずかしいものである。 

貢数からいうと, 初版は本文323頁で2 版は427頁で 

あって, . 約 100頁の増加となっている。こめ100寅の 

中に填加部分をいれi うとするのであるが，これは考 

え様によってはむずかしいことである。 .
やや余談になをが,計量経済学と名わっく書物も多 

，いのであるが，をれぞれねらいという.:ものがあろう。 

例えば最初がらできるだげ詳しく述べてゆこうという， 

もの, 独習によっても少なくとも最初め部分はわかる. 
ようになる。そのすらめには数学的な説明や統計的説明 

も付加されなければならない。クリストの書物など力： 

そうであるe そのため買数も相当多くならざるをえな 

い。’ 'タイルの書物も広範囲に■わたっているが，’この本 

の特徴は各節ごとにA , B, C というタイトルをつけて 

初等的にはやく読む人はA だけ読んでもいいしつい 

で.B, C と読んでもよいとい!R ♦あいである。全体を 

合もせればチはりかなりの頁数（700程度）’にならざる 

をえない。そして中心は分析の方法を述べることにな 

る。 . ,
数理統計学の書物でも重点を数理におく，側えぱ定 

理の諷明參におくか, そめ応用，具体例に重点をおく 

かで違ってくる。あるいはもる程度双方を加ましたも 

のにするか，といったぐあいである。それによって書物 

の性格も異ってくるわけであって,かぎられた貝数で 

すべてをつくすことは困難であるから，どれかに量点 

をおくことになるうが,普迪はどちらかといえぱ数理 

め方に重点がおかれるようセある。これは応用は各ま 

の考えるとこもに従うといったこ.ともあろうレ，数理 

に與味のある箸者や*それに詳しい者にとっては数理

を述べることは比較的簡単セある力V その応用となる 

とむしろむずかしいというか平凡に終ってしまうとい 

ゥだこともあるめであろう。 しかU C；用に與味めi b る 

読者にとっでは,単なる数理だけでは無味數藥とぃう 

ことにもなタてt まう。このべんが書物としてむ'^か 

U いところであろう。

クラインの書物に戾ると，第 1 章，第 2 享にて> いて 

は!?;版も2 版も同じである。第 1 章はf f量経済学的き 

近と:しで, 計量経済学の意味と, 計量経済学セ使用さ 

れる仮説の減衆と白律関係式の概金が述べられる。第 

2 章では統計的基礎として， 1械率， 2 分相， 3 積率> 
4 特殊分板 5 統計的推論, . 6 教言的注意が述べられ 

る。針量経を学の分析方法をみるためには,統計学の 

知識が必要であるから，どの書物をみても最初にこの 

ことにチれるわけであるが，とれr どの舞度の頁数を 

さくかはやはりむずかしぃ間題で,あまり詳しく述べ 

ているとあとにさしつかえるしそうかといって短か 

すぎても意をつくせなV、ことになる。.こ©点クライン 

は要領よく述ぺているといってよいであろう。 ’ 
第 3 章以下が初版と2 版の異なるところである。初 

版では第3 章は集計的モデルの定とぃうことで,直 

ちに集計的モデルが示されて,そのキデルを解ぃてゆ 

く方法として，識別可能性, 最尤插定値, 情報}5_5定推 

定値，推定値の信頼度とぃった統計的,計量的方法が 

述べられる。そしてそのあとで計算計画として,最小 

自乗推定値の計算，最カ推定値の評算，情報限定推定 

値り計算, とぃうように計算方法が述べられてぃる。 

そこで読者はまず経済的，計量的モデルというものが 

実際どんなものでもるかをみてから，実際にその計算 

方法を学んでゆくので, 多 くの書物が，まず計算方法 

を述べ't 、から，キデルへと進んでゆくのとはむしろ逆 

の方法をとっていた。ここにクラインの書物め一つの 

特徴があったと思われた。この方法は考え方によって 

は非常におもしろい方法で，ことであげられたモデル 

はクラインの3 方程式モデルといわれるもので簡単で 

はあるが，しぱしぱ引用されるモデルである。読者は 

この簡単ではあるが現実的モデルを遗して，以下の説 

明を読むことによって趣解を深あることができたと思 

•われる。すなわち, 常に具体的なものを通して読者ほ 

読ことができたのである。

，今度の2 版セは, この方法を変えて第3 章として回 

帰，単一方福式, 第4 章:として回帰, 線型速*方糖式 

体系, 第 5 享として特殊な場合とその展開，連立方ま 

式体系として分析方法が述べられる。これはこれまで

I
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の発展f c対応するためであろうと思われる0 そしてこ 

0 部分が2 版の一つめホ心になろている。、まず第3 ^  

からみてゆくことにしよう。

1 は最小自乗法の庫现である。最小自乗法の説明ほ 

統計学や計量経済学め書物では必ず述べられていると 

ころである。 2 は統計的検定ゼt 検定と信頼区間が述 

ベられるン3 ほ漂準的な場合の對l iと特殊な問題。こ 

とでは， 般化され最小自乗法, （b)誤差の独立性， 

(°〉異質性, （d)多重共線性，（り質的な7変数, (f)分散分析， 

と述べられる。単純な最小自乗法につづ、て今日展能 

されている多ぐの問題をとりあげているのは意味深、、 

ととなのであるが，とれはそのあとでもそうであるが, 
具体的な例が一つもないという.ことである。数斑的な 

展開をみでそれが理解できれば，具体的な間題，ある 

いは例題は，単に数字をそれにあてはめれぱよいので 

あるからなくてもよいではないかといえぱ,そのよう 

にも考えられるが，必ずしもそうではないと思われる。 

初学者あるいは独習者あるいは熬式に弱いというよう 

な人は，ただ式だけ書かれて一4£それを理解したとし 

ても，どうもその意味するところがなにかがよくわ力、 

らないということがあるものである。また具体的な数 

宇を入れてみると，必ずしも理論的なものがそのまま 

あらわれ'ないということもあるのである。クラインは 

おそらく数多くの具体的経済資料をあつがっているの 

やあろうから,それらの資料を用いて具体例を示すの 

に不足もないことと思われるが, これがないとい5 こ 

とがむしろ不思議である。限られた頁数に多くの内容 

を盛るということになれぱ，具体例を入れるとなれぱ 

かなりの直数をさかれるわけで，どうしてもさけると 

いうことになりがちでちるが，読む方にしてみれぱ， 

なにか実感がわかないということになるのはやむを得 

ないところである。 4 非線型回帰，非線型回帰は対数 

掠型を除いてはあまり用いられない，最尤法を使う方 

法が述べられているが, ここまでくれば，具体例がな 

< ては読者は理解に苦しむことになるであろう。

これで単- -方程式の方法が終ることになるが，広範 

‘四に現在考えられる方法を数多くとりあげていること 

は, その効用も大きいが，最後にまとめとして単一*方 

© 式のもっている意味,その長所と短所といったこと 

を含めて要約があると読者にとっては便利であったと 

思われる。

第4 章は速立方@式体系の説明である。 1 序論，こ 

こではなぜ速立方程式休系が必要であるかというとと 

が述べられる。次いで項目として，速立方程式，■&デル

の概念, 内生あるいは従層変数,外生あるいは独立ホ 

数，先決変数 , : 線型きデル，と述べられてゆく。 2 識 

別，ここではじめ一つのモデルの例として，有名̂ ^ぶケ 

インズタイプとして

C« ニ《。+ びlYt +  eu
I«=/3o+/3iY< +  «"
Y t = C t + h
Y  ニ所得

a = 消費

I  ニ投资 •
が述べられる。項目としては識別の規準の例である。 

次の填目は線型の場合の 't? F*タイプの制約の-^般的な 

放あつかい。ここでュ般にいわれる識別の条件が述ぺ 

られる，次は識別の程度, 一金的意味における識別， 

ということになる。 3 最-ぶ 法 （M L ) の原理， ここで 

は一般̂的な意味での最尤法の原理が述ぺられている，

4 単一*方程式推定量，最初にちげられるのが，操作変 

数 法 （I V ) である。次が，ニ段階最小自乗法（T S L S ) ,  
歴史的な説明 , K クラスめ推定量 , 制限情報®尤法 

( L I M L ) と進んでゆく。 5 方程式体第かちの推定量， 

ここでは三段階最小ま乗法（3 S L S ) が述べられ,次に 

他の方法としてくりかえし最小自乗法（i L S ) 力'、述べら 

れている。これらの方法も^̂ (ネ的展開だけではわヵ'> り 
にくいものがあり, お;版では具体例がそれにつらいて 

あるが， 2 版ではそめ•一部が後半にあることはもるが ,  
との部分だけ読んだのでは，はじめでの人はとまどケ 

かもしれない。’ 6 方程式体系を推定する上でのいくつ , 
力、の問題，まず自由度の問題，我々が実際上の問題で 

しぱしぱ生ずるのがこの自由度の問題である。特 大  

きなモデルで時系列をあつかう場合生ずる。通常の 

最小自乗法を用いる場合

y t = ^ J lc ( j X j t  +  et «ニ 1 ,2 ,  ••••••, T
で T ンれでなけれぱ計算 '^^きない。 T ニ7 1 のときは自 

由度0 となり，完全決定となって誤差は0 となり，事 

実上の意味はないことに.なる。方 程 式 体 系 で '
• Aj/i 中BX« ニ ハ * -

で, 内生変数の数をn , 33= 外生変数の数をかとし 

て，ズ番目の方程式に含まれる数をそれぞれ，m, m  
とすると， T一(wi—1〉ーャ/ t f の自由度が要求される。 

Tkiw - l + w f であれぱ一応すベての方極式について 

計算を行うことは可能であるが，事実上は精確さのた 

めにはT が （《广 1)+ m をかなり上回ること力織要と 

される。,自由度の問題は個々の力程式に対してとのよ 

うな問題が起るわけであるが，速立方程武体系の場合

- 124(554)
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は自由度の他の間題が起る。それは誘導形に関する間 

題である。

w t = l i n ik c c k i+ " s t  
で t 番目の構造方程式に対するn の要素の推定値は 

e ^ t/7 i ニ P 户 (X 'X r iX 'Y i .
となる。

とこで問題とf参るのは, 辕率行列x ^ x の条件で、あ 

る。.もし自由度が不足すれぱとft)行列は特異となゥて 

K をt-l，資することは不可能になる。この場合のま由 

度はT —W■でもる。.もし饥が大きいならぱ，，'すなわち 

多くの先決変数をもっ方程式の大きな体系の場合f c ,  

M測値の数が少、<：なることが考えられる◊個々の方程 

式 で は ， .

T^(ni一 1 ) +  mi  'すぺてのi に対して 

で も つ て も . ■
T < m

であることが晃出されるかもしれない。つま,り個々の 

構造方程式に対■して十分な自由度があっても誘導形に 

対してはg 由度が不足するという.こと力，、生ずるめであ 

.る。 . ；'
このへんが連:6 ：方程式体系の一つの弱みといってよ 

いでもろう。 構造パラメ一 ク一は誘導形のパラメータ 

一から導かれるのであるからまず誘導形のパラメ"  
タ-•'が正確に確定されなけれぱならないのは当然であ 

ろう。 しかしここで自由度が不足してしまえぱ正確な 

推定値が免られない。不正確な推定値をもとにして推 

定を行えぱ不正確な推定値を生ずると考えられるから, 
ここが考えどころということになるであ>ろう。 - 
そとでこれをさけるためのいくっかの方法があると 

いう。その一つは，もし誘導形が適当な自由度のの 

部分集合から推定されるならば, こ0 推定値はなお一 

致性をもってレるという。 X . - の部分集合をたとえば, 
 ......., とする。 ここでXw.

Ms く m
で番目の方程式を推定するために用いられる。誘導 

形推定方程式において（X’：̂ ) の代りに（兄'Xかが用 

いられる。ここでXパよT 行W列である。この接近方 

法は操作変数の方法のように，ある程度の任意性はま 

まぬがれない。，’
二番目の方法は，X の主成分を計算;することである 

としてその説明があるが,これも傭単な説明であるか 

らおそらくはじめて読む人にはよくわからないのでは 

ないかと思:b れる。

つ 、で制限情報最尤法についての応用が述ぺられて

いる。つぎが多重共線性, i れは先に一*度取あつかわ 

れT いるのである力V 連立方程式体系における問題と 

してここで、再びとりあけられる。.元来お由度の間顧と 

多重共線性の問題は関連があるところで,大きなそデ 

ルになればなるほど変数の数も多くなるから，多重共 

線性の簡題も起りやすくなってくるレ.
そとでこのことは, 用され る̂計量的問題にと0 て 

非常に重妻な陆遊となり，はとんど考えられるすべて 

の時系列の問題に生じてくるのである，多くの経済系' 
列は基本的傾向や循環に同じような方向をもっておb,  
独立変数間に密接な相互関係を生ぜしめる。従属(内 

生) 変数が相：5：にま連しているのが連立方程式体系で 

あり,もし先決ま数の間に高い共線性が存在するなら 

ぱ困l i が起ることになる。多重共線性が起れぱ若干の 

積率行列は特異となり，信頼性の高い逝行列を計算す 

ることができない。これは一̂部は計算上の問題であり， 

-*部は個々の係数の信頼性の問題である。身くの点に 

'おいてこの問題はま由度が少なすぎるという問題と類 

似しており，禅示される解決の方法の一:>は主成分の 

同じような使用である。

結局，自由度の問題も多'重共線性の間題も，実質的 

な意味で安教を減らすことによって愈決しようとする 

わけであるが，そうすれぱ,事実上最初に組立てられ 

たモデルとは別のものになっていることになる。識 

の問題もそうであるが％来モデルの構成は主観的なご 

とではあるが，他の事倩にして等しければ倚略化した 

方がよいということであろう。 ’
第 5 享は，連立方程式体系における特殊な場合とそ 

の発展。1 . 遂次体系, 2 . ぎ|̂ 線型体系，3 .系列相開, 4.  
特定イ匕の間題, S .標本実験これは，モンテカルロ実 . 
験の話でちる。ここまで進めぱ今日における速立方鞋 

式体系における大部分の間题f cふれているといっても 

よいであろう。

これで一•応理論的というか数理的説は終って,第 

0 ぎマクロ释済モデルへの応用，ということになる。

1 , クライン，ゴールドバーガーモデル(後正されたもの〉 

の推定，2 . シミュレイシg ン，，ここでは古典的最小白 , 
乘法とニ段階最小自乗法 , 完全情報最尤法による比較 . 
が試みられている。時系列のH 民所得,各ま数に対す 

る默墓率, 1965年の予測対する比較がなされている。 

推を値と実際値とめ相違の程度をはかる尺度としても 

いろいろなものが考えられるが，そして各種の比較を 

すれぱ,常にどの方法がすぐれているともいえないこ 

とが多いゆである。美際上の数値をみれぱ,どのガ法

1 2 5 (355)
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をとってもそう大きな相違は示されてV、ない。これは 

- tデルを組込むときにすでに高度な相関があるのが普 

通だからであホ。従ってどれが最もよいかと判断する 

のは判断者の主観にもかなり影響されることに•なる。

3 .链済政策め分析, 4 .確率的シミュレイシg シと景気 

循環の分析，5 .予測の標準誤差, 6.推定と予測とい 

うように進むが,ここにくるとまた数理的説明に終始 

しているレ

第 7 章計量経を学の評算。ここや計算方法にっいて 

述べられるが，特にコンピュ- タ’ を使用するt とを 

考慮して述べられている。第 8 章部h 分析の方法，第 

9 章計量経済学の特殊間題，は初版で述べられたもの 

と同じである力、ら，細かい区分けはここで述べな:いこ 

とにする。初版の6 部は2 版では先の本文の中でとり 

あつかうととにしたのであろう。先に述ぺたように広 

範囲の問題を服られた貝数の中で述べようとするため 

初版に比べてわかりに■く くなっている。ジg ンストン 

の著書などは，連立为濕式体系のことはむしろぎせい 

K して単一̂方程式について詳しく述べて.いるのでわ力、 

りやすいのであるが，どれも乎等にというわけにはな 

かなかゆかない。むしろ# J版を通読した上で2 版を読 

むということにすれぱ，チキストプジクとしての効果 

もよりあがるのではないかと思われる。.
.位 ぽ 保 （経资学部教授）

大お嘉ー郎編 

『日本産業草命の研究』 下 

一一期日本資本主義の再生ま構造-

日本資本主義の問題性, その特質を，資本主義の前 

期性や半動建性から説明するのでなく，資本主義ギの 

ものから,その内外の構造やメカュズムに即しで理解 

しようとする発想は, ，今日では，現状分祈的な研究镇 

域だけでなく, 発達史研究の分野でも広く見られるに 

至っている。との十数年来（いわゆる60年安保と高度成長 

以後)，その間題関心の重点が，かの封建制より資本制 

への移行，プルジョア革命の問題.(したがって明治維新 

論）から， 業 本 ，産業資本の確立, さらには独tS 
段階，带国主義の問題へと推移し，旧 **講座派J 理論 

の支柱であった山旧盛太郎氏の『日本資本主義分析J 、 

(以下, 山田*■分祈J と略称する）の'再檢討が,多彩な実 

証研究をM じて進められるなかで，との傾向はいよい 

よ支配的である。 ' ,
しかも, この「特質J 把握の仕方も，古くは,典型的 

とさ;h>る西欧の歴史的事例との直i f e )比較，対照によ 

り, それからの5?̂離をひたすら追求することに終始し 

ていたび特殊日本型J 論も, この傾向をもつ）のに対•して, 
新し'̂ 、理解ヤは,こうした単線的な比較研究による 

r望J の認識にとどまらず，日本のr問題性J ，「特質J 
を，国際的，世界な連関播造のなかに，盤合的に位 

置づけすゆく，という視野め広いものを志向するよう 

になっている'。

カぺして，日本におけ今「間題性J の世界構造全件 

との係わりが，より明i t f f匕されるにともない,日本資 

本主義の (発達史的）研究が, 単‘に r 日本的特殊丄の問 

題領域に閉ぢこもることを意味するのではなく，むし 

ろ逆に,この複雑で特殊な r問題性J のなかにこそ，‘ 

世界構造全体のさまざまなr問題性J を解くための豊 

富な材料が減されている，とい.う開かれた問題連関を 

意味するようになりつつある。 ,
大 石 嘉 郎 編 ®■日本摩業ギi命の斬究』上 * 下 （2M )  

は,日本資本主義の発達史研究をめぐる以上のような 

状況を宵景として，新レい問題意識による実証的研究 

の成果を集約しナこものにはかならなV、。
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